
【基本情報】

教 科 理 科 学 年 ２年 教科書 改訂版 物 理（数研出版）

単位数 ２
科 目 物 理 副教材 リードα物理基礎・物理（数研出版編集部）

（年間予定コマ数） (６４)

１．平面運動，運動量，円運動，万有引力，気体分子の運動など様々な物体の運動

科 目 概 要 ２．水面波・音・光などの波動現象

３．電気や磁気に関する現象

４．電子・原子および原子核に関する現象

１．力と運動に関する概念・原理・法則を系統的に理解し，活動できるようになる。

到 達 目 標 ２．波動現象の基本的な概念・法則を系統的に理解し，日常生活と関連づけて考察できるようになる。

３．電気と磁気に関する基本的な概念・原理・法則を系統的に理解し，日常生活と関連づけて考察で

きるようになる。

４．原子についての基本的な概念・原理・法則が理解できる。

・基本的な要点をもとに説明を行い，演習問題や小テストを通して理解と定着をはかります。

授業の進め方 ・実験観察を通して，実験の基本を身につけ，科学に対する興味や関心を深めていきます。

・問題演習時や観察・実験時は，協同的な学習（話し合いや教え合い，学び合い）を推奨します。

・実験，観察をとおして理解したこと，または疑問が生じたことを，表現する場をつくります。

・授業に必要な教材（教科書，ノート，プリント，ファイル，問題集等）は毎時間準備すること

留 意 事 項 ・実験には、積極的参加し、班で行う場合は、班員と協力して進めて行く。

・忘れものがないように心掛ける。忘れ物をした場合は、事前に申し出ること。

・授業中質問をするので、説明をよく聞き、積極的に授業に参加すること。

・提出物の期限を守ること。

・基礎的事項について，適宜小テストを実施します。

家 庭 学 習 ・復習を中心に家庭学習をすることを推奨します。

備 考

【評価の方法】

観 点 ポイント 割 合 評価項目

物理学的現象に関心・探求心を持てている

Ａ．関心・意欲・態度 か。 ２０％

物理学的現象を科学的に考察し，導き出し

Ｂ．思考・判断・表現 た考えを的確に表現できているか。 ３０％

授業ワークシート・観察・実験での取り組み状況やレポート，小テ

観察・実験において，器具機材の基本的操 スト，定期考査など，随時観点別項目を設定し評価する。

Ｃ．観察・実験の技能 作を身に付け，結果を記録・整理できている １０％

か。

物理学的現象に関する基本的な概念や原理

Ｄ．知識・理解 ・法則を理解し，その知識が身についたか。 ４０％

【年間計画】

観点別評価
単 元 配当時数 学習内容 到達目標

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

＜２年後期＞

第１編 力と運動 平面運動の速度・加速度 ○ ○ ・平面内を運動する物体の運動について理解できる。

第１章 平面内の運動 １２ 落体の運動 ○ ○ ・斜方投射された物体の運動を理解できる。

第２章 剛体 １２ 剛体にはたらく力のつりあい ○ ○ ・大きさのある物体のつり合いを理解できる。

剛体にはたらく力の合力と重心 ○ ○

●実験 重心の測定 ○ ○

第３章 運動量の保存 １２ 運動量と力積 ○ ○ ・運動量と力積の関係について理解できる。

運動量保存則 ○ ○ ・物体の衝突や分裂における運動量の保存を理解できる。

後期中間試験 １

反発係数 ○ ○

第４章 円運動と万有引力 １２ 等速円運動，慣性力 ○ ○ ・衝突におけるはね返りについて理解できる。

単振動 ○ ○ ・等速円運動を表す式や物体に働く力などについて理解できる。

●実験 単振り子による重力加速度ｇの測定 ○ ○ ・単振動を表す式や物体に働く力などについて理解できる。

万有引力 ○ ○

第２編 熱と気体 ○ ○ ・万有引力の法則および物体の運動について理解できる。

第１章 気体のエネルギーと状態変化 １４ 気体の法則

気体分子の運動 ○ ○ ・気体分子の運動と圧力の関係について理解できる。

気体の状態変化 ○ ○ ・気体の分子運動と内部エネルギーについて理解できる。

○ ○ ・熱力学の第一法則について理解できる。

後期期末試験 １


